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特集・学生支援体制の現状と展望

我
が
国
の
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス

段
階
に
達
し
た
こ
と
に
伴
い
多
様
な
資
質
・
学
習
歴
・
ニ
ー
ズ
な
ど

を
持
っ
た
入
学
者
の
増
加
に
よ
り
、
学
力
低
下
や
学
習
へ
の
興
味
・

関
心
・
意
欲
の
不
足
し
た
学
生
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
な
か
で
も
、
学
士
課
程
教
育
、
所
謂
大
学
の
学
部
教
育
に
つ

い
て
質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
多
様
な

学
生
に
対
し
達
成
す
べ
き
学
習
成
果
の
明
示
、
課
題
探
求
能
力
の
達

成
を
目
指
し
た
学
習
意
欲
の
喚
起
、
き
め
細
か
な
指
導
と
厳
格
な
成

績
評
価
の
実
施
な
ど
へ
の
積
極
的
・
組
織
的
取
り
組
み
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
更
に
は
、
学
習
環
境
の
整
備
拡
充
を
図
る
と
い
う
意
味

で
、
入
学
か
ら
卒
業
の
間
を
通
し
た
学
生
支
援
を
組
織
的
・
総
合
的

に
実
施
す
る
た
め
の
取
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
学
生
支
援
は
、
奨
学
・
厚
生
、
学
習
、
課
外
活
動
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
、
国
際
交
流
な
ど
広
範
に
亘
る
も
の
で
あ
り
、
総
合

的
な
支
援
と
支
援
体
制
の
整
備
拡
充
、
更
に
は
当
該
大
学
の
教
育
目

的
、
役
割
・
機
能
な
ど
に
応
じ
た
個
性
あ
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
学
生
支
援
に
関
す
る
政
策
決
定
や
経
営
計
画
の
策
定

と
、
そ
れ
ら
の
実
施
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
教
育
職
員
と
事
務
職

員
の
協
働
と
事
務
職
員
の
専
門
的
支
援
に
裏
付
け
ら
れ
た
運
営
が
望

ま
れ
る
。

こ
れ
ら
事
務
職
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
学

生
支
援
充
実
の
た
め
の
事
務
局
体
制
構
築
の
課
題
に
関
し
て
、
私
学

高
等
教
育
研
究
所
の
「
私
大
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
平
成
二
一
年
五
月
に
日
本
私
立
大
学
協
会
加
盟
大
学
三
八
二
校
を

学
生
支
援
充
実
の
た
め
の
事
務
局
体
制
構
築
の
課
題

坂
本 

孝
徳

（
広
島
工
業
大
学
　
教
授
）

●
事
例
●
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特集・学生支援体制の現状と展望
対
象
に
実
施
し
た
「
事
務
局
職
員
の
力
量
形
成
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
に
基
づ
き
考
え
た
い
。

１
．
事
務
局
の
政
策
決
定
へ
の
影
響
度
と
教
職
協
働

厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
の
大
学
に
お
い
て
は
、
明
確
な
経
営

方
針
・
指
針
と
し
て
の
中
長
期
経
営
計
画
を
提
示
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
経
営
と
教
学
に
関
す
る
政
策
決
定
に
係
る

の
が
事
務
局
組
織
と
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事
務
職
員
で
あ
る
。
政
策

を
決
定
す
る
た
め
の
情
報
の
収
集
、
調
査
活
動
に
加
え
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
た
経
営
計
画
や
政
策
の
立
案
、
そ
し
て
、
経
営
計
画
や
政
策

決
定
後
の
執
行
を
事
務
職
員
が
担
う
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
政
策
決
定
に
対
す
る
事
務
局
の
影
響
度
合
」
を
み

る
と
、
教
学
の
な
か
で
も
直
接
教
育
研
究
に
係
わ
る
項
目
の
「
教
育

計
画
」
や
「
研
究
計
画
の
推
進
」
に
つ
い
て
の
影
響
度
は
低
い
も
の

の
、
学
生
支
援
に
関
す
る
「
就
職
支
援
」
と
「
学
生
支
援
」
へ
の
影

響
度
合
い
が
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
営
に
関
す
る
項

目
の
「
中
長
期
計
画
」、「
事
業
計
画
」、「
財
政
計
画
」
な
ど
に
比
し

て
も
、
政
策
決
定
に
お
け
る
事
務
局
の
学
生
支
援
に
つ
い
て
の
影
響

度
合
い
が
高
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
（
図
１
）。
こ
の
よ
う
に
、
特

に
学
生
支
援
に
つ
い
て
は
事
務
局
の
政
策
決
定
に
果
た
す
影
響
力
は

強
く
な
っ
て
お
り
、
学
生
の
育
成
に
関
す
る
分
野
で
の
事
務
局
の
果

た
す
役
割
は
大

き
い
も
の
が
あ

る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な

い
。次

に
「
教
職

協
働
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て

い
る
分
野
」
に

つ
い
て
み
る

と
、
学
生
支
援

に
関
す
る
「
学

生
相
談
や
生
活

支
援
」、「
就
職

支
援
・
進
路
指

導
」、
そ
し
て

「
学
生
募
集
」

の
分
野
が
高
い

割
合
を
示
し
て
い
る
（
図
2
）。
こ
の
こ
と
か
ら
学
生
支
援
の
分
野

を
中
心
と
し
て
、
教
職
協
働
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の
「
政
策
決
定
に
対
す
る
事
務
局
の  11/1/14  
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図１　政策決定に対する事務局の影響度合

出典：私学高等教育研究所「平成 21 年度事務局職員の力量形成に関する調査」
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特集・学生支援体制の現状と展望
影
響
度
合
」
で
み
た
よ
う
に
、
政
策
立
案
に
事
務
局
が
影
響
力
を
持

つ
分
野
と
教
職
協
働
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
分
野
と
が
一
致

す
る
こ
と
か
ら
も
学
生
支
援
に
関
す
る
政
策
決
定
と
決
定
後
の
業
務

の
推
進
に
関
し
て
は
、
事
務
職
員
の
参
画
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
教
職
協
働
に
つ
い
て
「
経
営
や
教
学
の
会
議
に
職
員
が
正

式
参
加
で
き
な
い
理
由
」
を
み
る
と
、「
職
員
の
位
置
づ
け
が
低

い
」、「
教
授
会
の
自
治
意
識
が
強
い
」、「
教
員
が
統
治
し
て
い

る
」、「
職
員
の
専
門
能
力
不
足
が
し
て
い
る
」
な
ど
が
比
較
的
高
い

割
合
と
な
っ
て
い
る
（
図
３
）。

ま
た
、「
教
職
協
働
を
す
す
め
る
た
め
の
必
要
事
項
」、
言
い
換
え

れ
ば
教
職
協
働
の
促
進
要
因
と
し
て
「
教
職
員
相
互
の
理
解
」、「
目

 11/1/14  

���������������21�����������������

22

96.1

95.2

94.8

83.1

74.5

72.7

68.8

58.9

53.2

37.7

25.1

17.3

2.2

0 20 40 60 80 100

学生募集活動

学生相談や生活支援

就職支援・進路指導

大学の評価業務

地域との連携活動

各種委員会への合同参画

クラブ運営の顧問体制など課外活動

大学の諸政策の立案

FD活動やSD活動の共同実施

教育方針の立案や推進

教職員合同会議実施

共同研究・合同研修

その他

(%)

������

N=231

図２　教職協働の取り組みが行われている分野
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特集・学生支援体制の現状と展望
標
・
方
針
の
共
有
や
一
致
」、「
教
員
と
職
員
と
の
権
限
や
責
任
の
明

確
化
」、「
職
員
の
専
門
性
の
向
上
」
な
ど
の
項
目
が
高
い
割
合
と
な

っ
て
お
り
、
相
互
理
解
と
意
識
改
革
へ
の
努
力
が
強
く
求
め
ら
れ
る

（
図
４
）。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
事
務
職
員
の
経
営
組
織
・
教
学
組
織
へ
の
制

度
的
な
参
画
は
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
事
務
職
員
の
専
門
能
力
不
足

や
教
員
優
位
の
現
状
が
参
加
を
阻
害
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
運
営
組
織
の
な
か
に
お
い
て

事
務
職
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
・
機
能
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

事
務
職
員
の
行
う
運
営
業
務
の
目
的
は
、
教
育
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
教
育
研
究
の
充
実
・
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
教

学
関
連
の
業
務
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
事
務
職
員
の
大
多
数
は
直

接
こ
れ
ら
を
支
え
る
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
、
業
務
執
行
の
場
面
で

の
現
実
の
問
題
や
課
題
を
踏
ま
え
企
画
立
案
を
行
い
、
所
掌
業
務
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
わ
け
で
あ
る
し
、
更
に
、
事
務
職
員
の

業
務
は
常
に
教
学
と
経
営
を
統
合
せ
ざ
る
を
得
な
い
業
務
執
行
上
の

本
質
的
特
長
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
教
育
職
員

と
協
働
し
て
学
生
支
援
を
推
進
す
る
の
が
事
務
局
と
そ
の
構
成
員
と

し
て
の
事
務
職
員
で
あ
り
、
教
職
協
働
の
推
進
が
重
要
な
課
題
と
な

る
。

２
．
事
務
局
に
お
け
る
業
務
改
革
の
実
情

事
務
局
に
お
け
る
「
業
務
改
革
の
主
な
テ
ー
マ
、
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
み
る
と
、
全
体
で
は
「
課
の
業
務
目
標
や
計
画
の
策
定
」
が

最
も
高
い
割
合
を
示
し
て
お
り
、
次
い
で
「
情
報
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
、
機
械
化
」、「
効
果
の
検
証
や
経
費
削
減
の
重
視
」、「
業
務
監

査
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
評
価
の
重
視
」、「
目
標
の
達
成
と
連
結

し
た
個
人
業
務
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
５
）。
こ

れ
ら
か
ら
大
学
の
事
務
局
に
求
め
ら
れ
て
い
る
新
た
な
業
務
や
既
存

の
業
務
に
付
加
さ
れ
る
業
務
に
対
応
す
べ
く
組
織
と
業
務
の
見
直
し

と
、
経
営
の
合
理
化
・
効
率
化
や
経
費
の
削
減
・
効
果
的
執
行
を
図

ろ
う
と
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

次
い
で
、「
業
務
運
営
の
現
状
評
価
」
を
み
る
と
、
全
体
で
は

「
各
部
署
の
所
属
長
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
る
会
議
が
あ
る
」
が
最
も

高
い
割
合
を
示
し
て
お
り
、
次
い
で
、「
法
人
・
大
学
全
体
と
し
て

の
目
標
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
」、「
部
単
位
、
課
単
位
で
の
会
議
が

行
わ
れ
て
い
る
」
が
八
割
以
上
と
高
い
。
更
に
、「
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
政
策
を
立
て
る
」、「
事
務
局
か
ら
の
提
案
や
デ
ー
タ
分

析
」、「
課
室
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
活
動
」
と
な
っ
て
い
る

（
図
６
）。

こ
の
よ
う
に
事
務
局
の
「
業
務
運
営
の
現
状
評
価
」
に
つ
い
て
み
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特集・学生支援体制の現状と展望
る
と
目
標
や
会
議
体
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
概
ね
評
価
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｒ
（Institutional�Research

）
機
能
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
教
育
改
革
の
推
進
な
ど
の
企
画
的
業
務
を
推
進
す
る

上
で
の
事
項
に
関
す
る
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
く
、
今
後
の
改

善
に
向
け
た
更
な
る
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。
な
か
で
も
Ｉ
Ｒ
に
つ
い

て
は
、
Ｉ
Ｒ
機
能
を
業
務
運
営
の
な
か
に
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
特
に
、
新
た
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

企
画
・
立
案
に
お
い
て
は
、
学
生
の
教
学
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
や

教
育
改
革
に
関
す
る
デ
ー
タ
・
情
報
の
収
集
・
分
析
な
ど
の
教
育
研

究
活
動
に
関
す
る
調
査
研
究
、
経
営
・
管
理
上
の
情
報
の
収
集
・
分

析
や
財
政
計
画
策
定
の
た
め
の
デ
ー
タ
の
収
集
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
経
営
に
関
わ
る
各
種
情
報
の
収
集
と
分
析
な
ど
に
基
づ
く

戦
略
的
経
営
に
Ｉ
Ｒ
機
能
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
る
。
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図５　業務改革の主なテーマ・取り組み

図６　業務運営の現状評価
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図７　職員の力量や職場のあり方での不足点や課題 11/1/14  
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図５・６・７　出典：�私学高等教育研究所「平成 21 年度事務局職員の力量
形成に関する調査」
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特集・学生支援体制の現状と展望
３
．
事
務
職
員
の
職
能
成
長
に
関
す
る
課
題

大
学
の
目
標
達
成
に
向
け
業
務
遂
行
す
る
上
で
、「
職
員
の
力
量

や
職
場
の
あ
り
方
で
の
不
足
点
や
課
題
」
に
つ
い
て
み
る
と
、「
現

状
に
対
す
る
危
機
感
が
希
薄
で
あ
る
」
が
最
も
高
い
割
合
を
示
し
て

お
り
、
他
と
比
べ
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
次
い
で
、「
職
員
の
専

門
性
が
欠
け
て
い
る
」、「
現
状
に
満
足
し
、
改
善
意
欲
が
不
足
し
て

い
る
」
な
ど
は
四
割
を
超
え
て
い
る
（
図
７
）。

こ
の
よ
う
に
職
員
の
力
量
形
成
に
関
し
て
は
、「
意
識
改
革
」
と

「
専
門
性
の
向
上
」
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
特
に
、「
意
識
改
革
」
に
お
け
る
「
危
機
感
」
に
関
し
て
は
、

「
危
機
感
」
を
持
ち
共
有
す
る
か
が
要
事
と
な
っ
て
お
り
、
高
等
教

育
の
現
状
の
的
確
な
理
解
や
当
該
大
学
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
正

確
な
把
握
な
ど
を
職
員
に
求
め
る
努
力
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、

「
専
門
性
」
に
関
し
て
は
、
個
々
の
職
員
が
ど
の
よ
う
な
「
専
門

性
」、
職
務
遂
行
能
力
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
し
て
い
る
の

か
、
明
確
な
大
学
や
所
属
部
署
の
年
間
運
営
目
標
や
計
画
を
提
示
し

て
い
る
の
か
、
と
い
う
事
と
も
関
わ
っ
て
い
る
課
題
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
か
を
み
る
と
、

「
外
部
団
体
主
催
の
研
修
参
加
」
が
最
も
高
い
割
合
を
示
し
て
お

り
、
他
の
研
修
の
割
合
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
次
い
で
、「
新

人
研
修
」、「
職
員
全
員
参
加
研
修
」、「
階
層
別
研
修
」
と
続
い
て
い

る
。
一
方
で
、「
海
外
研
修
」、「
大
学
院
へ
の
進
学
」
が
僅
か
で
は

あ
る
が
研
修
制
度
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
８
）。
ま
た
、
一

人
当
た
り
の
年
間
の
「
学
内
研
修
」
参
加
回
数
に
つ
い
て
は
、
平
均

が
二
・
一
回
で
あ
り
、
一
人
当
た
り
の
年
間
の
「
学
外
研
修
」
参
加

回
数
に
つ
い
て
は
、
平
均
が
一
・
九
回
と
な
っ
て
い
る
（
図
９
）。

職
員
の
研
修
制
度
に
関
す
る
問
題
点
や
課
題
を
み
る
と
、
全
体
で

は
「
体
系
的
な
研
修
が
で
き
な
い
」
が
最
も
高
い
割
合
を
示
し
て
お

り
、
次
い
で
、「
研
修
に
よ
る
職
員
の
成
長
を
評
価
し
に
く
い
」

と
、
い
ず
れ
も
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。
更
に
、「
講
師
選
び
が
難

し
い
」、「
研
修
す
る
時
間
が
な
い
」、「
研
修
に
対
す
る
職
員
の
意
識

が
低
い
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、「
職
員
研
修
制
度
が
な
い
」

や
「
研
修
制
度
は
あ
る
も
の
の
運
用
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
、
研
修

そ
の
も
の
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
（
図
10
）。

こ
の
よ
う
に
事
務
職
員
が
受
け
て
い
る
研
修
の
種
類
に
つ
い
て
見

る
と
、
特
に
「
外
部
団
体
主
催
の
研
修
参
加
」、「
新
人
研
修
」、「
職

員
全
員
参
加
研
修
」
の
項
目
が
高
い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
年

間
二
回
の
学
内
・
学
外
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。
更
に
、
職
員
研
修

制
度
に
関
す
る
問
題
点
や
課
題
に
関
し
て
は
、
特
に
「
体
系
的
な
研

修
が
で
き
な
い
」、「
研
修
に
よ
る
職
員
の
成
長
を
評
価
し
に
く
い
」

と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
各
大
学
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特集・学生支援体制の現状と展望
に
と
っ
て
共
通
性
の
高
い
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
事

務
職
員
の
力
量
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
局
機
能
の
強
化
を

行
っ
て
行
く
上
で
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

職
員
の
研
修
に
関
す
る
課
題
を
挙
げ
る
と
体
系
的
・
総
合
的
な
研

修
が
必
要
と
な
る
。
事
務
職
員
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
の
内
容
と
し

て
、
企
画
立
案
型
、
企
画
調
整
型
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
事
務
職

員
の
職
能
成
長
過
程
と
い
う
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
な
ら

ば
、
専
門
性
の
内
実
は
事
務
職
員
の
経
験
年
数
や
職
位
・
資
格
に
お

い
て
当
然
異
な
る
の
で
あ
る
。

専
門
性
の
育
成
と
い
う
視
点
か
ら
事
務
職
員
の
職
能
成
長
の
体
系

化
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
各
々
の
経
験
年
数
や
職

位
・
資
格
に
お
け
る
力
量
形
成
の
時
期
と
研
修
内
容
の
課
題
を
よ
り
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図８　研修制度の種類
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図 10　職員研修制度に関する問題点や課題
図８・９・10　出典：�私学高等教育研究所「平成 21 年度事務局職員の力量

形成に関する調査」
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特集・学生支援体制の現状と展望
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
即
ち
、
事
務
職
員
の

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
重
点
的
に
要
求
さ
れ
る
力
量
形
成
の

目
標
が
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
力
量
形
成
の
体
系
化
が
必

要
で
あ
り
、
事
務
職
員
に
期
待
さ
れ
る
力
量
形
成
モ
デ
ル
に
基
づ
き

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
研
修
内
容
の
体
系
化
を
図
る
こ
と
が

課
題
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
人
材
養
成
像
の
設
定
、
力
量
形
成
の

体
系
化
に
基
づ
く
研
修
の
実
施
、
学
内
研
修
と
学
外
研
修
と
の
統
合

化
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
推
進
、
人
事
考
課
制
度
や
目
標
管
理
制
度
の
導
入
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

４
．
ま
と
め

以
上
で
調
査
結
果
を
踏
ま
え
学
生
支
援
充
実
の
た
め
の
事
務
局
体

制
構
築
に
関
し
て
見
て
き
た
が
、
当
該
大
学
の
教
育
理
念
を
踏
ま
え

た
教
育
目
標
や
人
材
育
成
像
を
経
営
計
画
や
経
営
政
策
に
位
置
付

け
、
そ
れ
に
基
づ
く
効
果
的
な
学
生
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に

つ
い
て
、
教
育
職
員
と
事
務
職
員
が
共
通
理
解
と
役
割
分
担
を
行
い

つ
つ
協
働
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
際
に
事
務
職
員
は
、

学
生
支
援
に
関
す
る
現
状
分
析
、
情
報
収
集
、
課
題
提
示
な
ど
に
関

し
て
、
客
観
的
・
具
体
的
な
資
料
や
デ
ー
タ
に
依
拠
し
た
企
画
立
案

を
行
い
、
教
育
職
員
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
教
職
協
働
に
よ
り
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
事
務
局
に
お
い
て
は
多
様
な
側
面
か
ら
機
能
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
事
務
職
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
・
機

能
は
拡
大
し
て
い
る
。
事
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
今
後
、
教
学
と
経

営
の
両
面
に
お
い
て
企
画
立
案
力
や
調
整
力
の
強
化
が
望
ま
れ
る
こ

と
か
ら
も
更
な
る
力
量
の
向
上
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
組
織
的
・

計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。


